
全国
報告会

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
は
、
安
全
性
が
確
立
さ
れ
て
い

な
い
遺
伝
子
組
み
換
え
（
以
下
、
Ｇ
Ｍ
）
作
物
が
広

が
っ
て
い
く
こ
と
に
危
機
感
を
持
ち
、
Ｇ
Ｍ
作
物
・

食
品
に
反
対
す
る
運
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
そ
の
運

動
の
一
つ
が
自
生
Ｇ
Ｍ
ナ
タ
ネ
汚
染
調
査
活
動
で
す
。

６
月
23
日
に
開
催
し
た
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
の
調
査
報

告
会
で
は
、
５
つ
の
会
員
生
協
が
Ｇ
Ｍ
ナ
タ
ネ
の
自

生
の
状
況
や
取
り
組
み
の
よ
う
す
を
報
告
し
ま
し
た
。

ま
た
、
Ｇ
Ｍ
ナ
タ
ネ
の
汚
染
の
実
態
、
Ｇ
Ｍ
や
ゲ
ノ

ム
編
集
に
関
す
る
世
界
の
状
況
に
つ
い
て
学
習
し
ま

し
た
。

７
月
12
日
に
は
、
全
国
の
仲
間
が
集
う
Ｇ
Ｍ
ナ
タ

ネ
自
生
調
査
の
報
告
会
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
21
年
目
を
迎
え
た
自
生
Ｇ
Ｍ
ナ
タ
ネ
汚
染
調
査

活
動
は
、
14
の
会
員
生
協
が
２
２
７
ヵ
所
で
行
い
、
そ

の
結
果
５
つ
の
会
員
生
協
で
13
の
検
体
か
ら
Ｇ
Ｍ
陽
性

ま
た
は
疑
陽
性
の
ナ
タ
ネ
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

組
合
員
は
、
ナ
タ
ネ
を
採
取
し
て
調
査
す
る
こ
と
で
、

自
生
Ｇ
Ｍ
ナ
タ
ネ
の
問
題
を
身
近
に
感
じ
、
調
査
活
動

の
意
義
や
必
要
性
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
調
査

活
動
を
継
続
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
製
油
メ
ー
カ
ー
な

ど
に
よ
る
周
辺
の
清
掃
や
除
草
、
自
治
体
や
行
政
の
調

査
へ
の
参
加
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
各
会
員
生
協

で
は
、
今
後
も
地
域
の
課
題
と
し
て
共
に
考
え
、
継
続

的
な
観
察
と
情
報
公
開
を
通
じ
て
、
食
と
環
境
を
守
る

活
動
を
広
げ
て
い
き
ま
す
。

２
０
２
５
年
度
自
生
Ｇ
Ｍ
ナ
タ
ネ
汚
染
調
査
報
告
会

遺
伝
子
組
み
換
え
・

　
　
　
ゲ
ノ
ム
編
集
食
品
の
危
険
性

調査を行った会員生協からの報告

２
０
２
５
年
６
月
23
日
　
参
加
者
１
３
３
人
　
主
催
：
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
共
同
体

除
草
剤
（
ラ
ウ
ン
ド
ア
ッ
プ
・
バ
ス
タ
等
）
の
耐
性
検
査
で
Ｇ

Ｍ
ナ
タ
ネ
は
陽
性
反
応
を
示
す
。
試
験
紙
に
よ
る
一
次
検
査
で

反
応
が
疑
わ
し
い
「
疑
陽
性
」
の
場
合
は
、
二
次
検
査
（
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
）
を
行
う
こ
と
で
、
Ｇ
Ｍ
か
ど
う
か
を
明
ら
か
に
で
き
る
。

判断不可
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

バスタ
0

1（疑陽性）
0
0

1（陽性）、1（疑陽性）
0
0

5（陽性）
0
0

1（陽性）
0
0
0
9

ラウンドアップ
0
0
0
0

1（陽性）
0

1（陽性）、1（疑陽性）
1（陽性）
0
0
0
0
0
0
4

調査
箇所数

14
5
5
5
4
5
17
50
5
5
78
18
8
8
227

調査した
生協名

おおさか
ひょうご
とっとり
（島根）
おかやま
ひろしま
やまぐち
ふくおか
さが

（長崎）
くまもと
おおいた
かごしま
みやざき
合計

1次検査で反応が出た検体 ２
０
２
５
年
度

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
自
生
Ｇ
Ｍ
ナ
タ
ネ
汚
染
調
査
結
果

自生ＧＭナタネ汚染調査活動とは
ＧＭナタネとは、遺伝子組み換えによって、除草剤を散布しても
枯れない耐性を持つナタネのことです。日本では食用油の原料とし
てセイヨウナタネ（キャノーラ）の種子を輸入しており、そのほと
んどがＧＭナタネです。荷揚げ港から製油工場への輸送の際に、Ｇ
Ｍナタネがこぼれ落ちて自生していることや、他のアブラナ科の野
菜との交雑が懸念されます。
グリーンコープでは、2005年春から自生ＧＭナタネのフィール
ド調査を実施。2009年からは抜き取りの活動も行い、多くの組合
員が参加する「市民による監視活動」を続けています。

Ｇ
Ｍ
食
品
を

世
界
一
食
べ
て
い
る
日
本
人

Ｇ
Ｍ
作
物
は
、
ア
メ
リ
カ

で
栽
培
が
始
ま
っ
て
30
年
が

経
過
し
た
。
し
か
し
、
実
際

に
流
通
し
て
い
る
の
は
４
作

物
（
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
・
大
豆
・

ナ
タ
ネ
・
綿
実
）
か
ら
増
え

て
お
ら
ず
、
開
発
は
完
全
な

失
敗
だ
と
言
え
る
。
し
か
し
、

日
本
は
食
料
を
輸
入
に
頼
っ

て
い
る
た
め
、
自
国
で
は
Ｇ

Ｍ
作
物
を
栽
培
し
て
い
な
い

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
人

が
世
界
で
一
番
Ｇ
Ｍ
食
品
を

食
べ
て
い
る
。

キ
ャ
ノ
ー
ラ
油
も
そ
の
一

つ
で
、
Ｇ
Ｍ
ナ
タ
ネ
を
原
料

に
日
本
で
大
量
に
製
造
さ
れ
、

市
場
に
出
回
っ
て
い
る
。

人
体
に
影
響
を
及
ぼ
す

Ｇ
Ｍ
食
品

Ｇ
Ｍ
ナ
タ
ネ
の
９
割
近
く

が
除
草
剤
ラ
ウ
ン
ド
ア
ッ
プ

等
へ
の
耐
性
を
持
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
除
草
剤
耐
性
の
Ｇ

Ｍ
作
物
に
は
大
量
の
除
草
剤

が
散
布
さ
れ
て
い
る
た
め
、

除
草
剤
の
主
成
分
グ
リ
ホ
サ

ー
ト
が
残
留
し
や
す
く
、
そ

の
影
響
に
よ
る
健
康
被
害
が

世
界
各
地
か
ら
報
告
さ
れ
て

い
る
。

グ
リ
ホ
サ
ー
ト
は
発
が
ん

性
物
質
で
あ
る
と
Ｗ
Ｈ
Ｏ（
世

界
保
健
機
関
）
が
認
め
て
お

り
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で

も
発
が
ん
性
物
質
に
認
定
さ

れ
た
。
健
康
被
害
に
つ
い
て

除
草
剤
メ
ー
カ
ー
を
訴
え
る

裁
判
も
相
次
い
で
起
き
て
い

る
。
ま
た
、
生
殖
や
出
産
、

子
ど
も
の
発
達
へ
の
影
響
な

ど
も
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て

い
る
。
そ
の
他
に
も
、
免
疫

シ
ス
テ
ム
や
解
毒
を
担
う
臓

器
へ
の
影
響
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
。

今
も
な
お
開
発
が
続
く

Ｇ
Ｍ
作
物

Ｇ
Ｍ
作
物
の
開
発
は
下
火

に
な
っ
た
が
、
完
全
に
な
く

な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
現

在
ア
メ
リ
カ
で
は
、
グ
リ
ホ

サ
ー
ト
を
主
成
分
と
し
た
除

草
剤
に
耐
性
の
あ
る
雑
草
が

増
え
た
こ
と
で
、
新
た
に
ジ

カ
ン
バ
と
い
う
除
草
剤
へ
の

耐
性
を
持
つ
大
豆
の
栽
培
が

増
え
て
い
る
。
ジ
カ
ン
バ
は

霧
状
で
空
気
中
を
漂
う
性
質

が
あ
る
の
で
、
周
辺
の
Ｇ
Ｍ

で
な
い
大
豆
畑
も
枯
ら
し
て

し
ま
う
。
そ
の
た
め
、
周
辺

の
畑
も
ジ
カ
ン
バ
耐
性
の
Ｇ

Ｍ
大
豆
を
栽
培
せ
ざ
る
を
得

な
く
な
り
、
栽
培
面
積
が
徐

々
に
増
え
て
い
る
。

ま
た
、
日
本
で
も
一
時
中

断
し
て
い
た
ス
ギ
花
粉
米
の

開
発
が
再
開
さ
れ
た
。

ゲ
ノ
ム
編
集
の
問
題
点
と

新
た
な
動
き

現
在
問
題
に
な
っ
て
い
る

の
が
、
ゲ
ノ
ム
編
集
食
品
だ
。

ゲ
ノ
ム
編
集
は
、
生
物
の
設

計
図
で
あ
る
Ｄ
Ｎ
Ａ
上
の
特

定
の
場
所
を
切
断
し
、
遺
伝

子
を
改
変
す
る
技
術
で
あ
る
。

日
本
で
は
、
高
Ｇ
Ａ
Ｂ
Ａ

ト
マ
ト
や
肉
厚
の
マ
ダ
イ
、

成
長
が
早
い
ト
ラ
フ
グ
な
ど

が
開
発
さ
れ
、
販
売
さ
れ
て

い
る
。
高
Ｇ
Ａ
Ｂ
Ａ
ト
マ
ト

は
、
ゲ
ノ
ム
編
集
に
よ
っ
て

遺
伝
子
を
壊
し
て
う
ま
み
成

分
で
あ
る
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
を

Ｇ
Ａ
Ｂ
Ａ
に
変
え
て
い
る
。

高
Ｇ
Ａ
Ｂ
Ａ
だ
か
ら
健
康
に

良
い
と
い
う
謳
い
文
句
で
市

場
に
出
回
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
ゲ
ノ
ム
編
集
に
は
様
々

な
問
題
が
あ
る
。

ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
に
は
、

タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
切

断
す
る
際
、
狙
っ
た
場
所
以

外
を
誤
っ
て
切
断
し
、
遺
伝

子
を
壊
し
て
し
ま
う
オ
フ
タ

ー
ゲ
ッ
ト
を
起
こ
す
リ
ス
ク

が
あ
る
。
一
度
切
断
さ
れ
た

Ｄ
Ｎ
Ａ
は
、
修
復
す
る
際
に

Ｄ
Ｎ
Ａ
の
集
ま
り
で
あ
る
染

色
体
を
破
砕
す
る
と
い
う
問

題
も
あ
る
。

現
在
国
内
で
は
、
低
ア
レ

ル
ゲ
ン
の
ゲ
ノ
ム
編
集
鶏
卵

の
開
発
も
進
め
ら
れ
、
卵
ア

レ
ル
ギ
ー
が
あ
る
子
ど
も
た

ち
の
た
め
の
画
期
的
な
食
品

と
し
て
注
目
を
浴
び
て
い
る
。

こ
の
卵
は
、
安
全
性
が
確
認

さ
れ
た
と
公
表
さ
れ
て
い
る

が
、
約
百
ヵ
所
で
オ
フ
タ
ー

ゲ
ッ
ト
が
起
き
た
こ
と
も
報

告
さ
れ
て
い
る
。
遺
伝
子
の

中
で
も
働
い
て
い
る
の
は
わ

ず
か
２
〜
３
％
と
言
わ
れ
て

お
り
、
ゲ
ノ
ム
編
集
に
よ
っ

て
破
壊
さ
れ
た
遺
伝
子
は
、

遺
伝
子
と
し
て
働
い
て
い
な

い
箇
所
で
あ
る
た
め
問
題
な

い
と
い
う
の
が
開
発
者
側
の

見
解
で
あ
る
。
し
か
し
、
遺

伝
子
に
影
響
が
あ
る
こ
と
は

確
実
だ
。

消
費
者
が
声
を
上
げ

政
府
や
自
治
体
を
動
か
そ
う

２
０
２
３
年
に
Ｇ
Ｍ
食
品

の
表
示
制
度
が
改
正
さ
れ
た

が
、
こ
れ
は
消
費
者
が
食
品

に
つ
い
て
知
り
、
選
ぶ
権
利

を
奪
う
改
悪
で
あ
る
。
こ
の

表
示
制
度
で
は
、「
Ｇ
Ｍ
で
は

な
い
」
と
い
う
表
示
が
難
し

く
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
ゲ
ノ
ム
編
集
食

品
は
表
示
す
る
「
義
務
が
な

い
」
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か

も
、
有
機
認
証
の
排
除
対
象

に
な
っ
て
お
ら
ず
、
こ
の
ま

ま
で
は
ゲ
ノ
ム
編
集
食
品
が

「
有
機
食
品
」
と
し
て
認
証
さ

れ
る
恐
れ
も
あ
る
。

欧
米
で
は
消
費
者
が
Ｇ
Ｍ

食
品
を
拒
否
し
た
た
め
、
Ｇ

Ｍ
作
物
の
開
発
は
増
え
な
か

っ
た
。
ま
た
日
本
で
は
、
ゲ

ノ
ム
編
集
ト
マ
ト
苗
の
学
校

へ
の
無
償
配
布
を
、
市
民
団

体
が
反
対
し
た
こ
と
で
広
が

ら
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に

消
費
者
が
声
を
上
げ
、
政
府

や
自
治
体
へ
働
き
か
け
て
、

世
論
を
動
か
す
こ
と
が
大
切

だ
。
全
国
の
自
治
体
で
は
、

ゲ
ノ
ム
編
集
食
品
に
表
示
を

求
め
る
動
き
が
広
が
っ
て
い

る
。
政
府
や
自
治
体
を
動
か

す
の
は
消
費
者
一
人
ひ
と
り

の
行
動
で
あ
り
、
継
続
し
て

取
り
組
む
こ
と
が
大
切
だ
。

ほとんどのＧＭ作物が、殺虫性、または除草剤
耐性の性質を持つ（左が殺虫性トウモロコシで、
右が除草剤耐性大豆）。

ゲノム編集で目的とする遺伝子を壊すことによっ
て、性質が改変された動物が生み出されている。例
えば、筋肉の成長を抑制する遺伝子を壊すと、筋肉
量が多い豚になり、成長ホルモンに関する遺伝子
を壊すと、小さい豚になる。

自生遺伝子組み換えナタネ汚染調査報告

やまぐち

くまもと ふくおか

ひょうごおかやま

地域組合員にも呼びかけ、調査
を行いました

ＧＭナタネの荷揚げがないはず
のふ頭で今年も自生ＧＭナタネ
を発見

私たちの取り組みを行政に知っ
てもらうことができました

港周辺で自生ＧＭナタネを採取
しました

除草が進み、自生ＧＭナタネは
減少しています

以前ＧＭナタネを発見した八代市で、バスタ耐
性のナタネが見つかりました。
地域の問題とし
て共に考えたいと、
広報紙で地域組合
員に調査活動への
参加を呼びかけ、
個人や団体からの
参加がありました。
また、組合員が行
う調査に今年も議
員や自治体の職員
の参加がありまし
た。

ＧＭナタネの荷揚げ港である箱崎ふ頭と、荷揚
げはないとされる須崎ふ頭で毎年陽性が確認され
ています。今回は箱崎ふ頭は、天候不良により調
査ができませんでした。
企業の清掃と管理により、自生ナタネは減少傾
向にありますが、須崎ふ頭では採取した４検体中
３検体から、今
年も陽性反応が
出ました。この
港からは、たく
さんのトラック
が出ていくので
汚染の拡大が心
配です。

山口市では、２つの地区のナタネからラウンド
アップ耐性疑陽性と陽性の反応が出ました。いず
れも内陸部で、輸送中のトラックからこぼれ落ち
て広がったと思われます。
山口市役所に連携した
取り組みができないか問
い合わせましたが、今は
対応できないとのことで
した。しかし、ＧＭ問題
やグリーンコープの活動
を知ってもらうきっかけ
となりました。引き続き、
どのように働きかけてい
くか検討しています。

ナタネの荷揚げ港（宇野港、水島港）と、岡山
市東区にある飼料工場へ向かう道路沿いを調査し
ました。宇野港近くの
製油会社の排水管脇で
採取した小さなナタネ
がバスタ耐性で陽性で
した。
水島港の製油工場付
近で採取したナタネは、
ラウンドアップ耐性で
陽性でした。東区の高
速道路インター周辺で
は、ナタネは確認でき
ませんでした。

多くのＧＭナタネが荷揚げされる神戸港周辺や、
灘区、東灘区、人工
島、尼崎周辺の道路
などを調査しました。
製油・製粉工場の
敷地内には雑草が生
い茂っている一方で、
周辺道路や歩道脇に
は雑草は見当たらず、
街路樹の根元はコン
クリートで固められ
ているなど、徹底し
て対策されているよ
うに感じました。

講
師　
天
笠
啓
祐
さ
ん

遺
伝
子
組
み
換
え
食
品
い
ら
な
い
！
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
共
同
代
表

市
民
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
情
報
室
代
表

講演

2025年 ＧＭナタネ自生調査報告会 東京都渋谷区
2025年7月12日

グリーンコープからの参加者6人主催：遺伝子組み換え食品いらない！キャンペーン

全国の生協や賛同する団体が参加し、全国で自主調査を
行っています。37都道府県で623検体を調査しました。
陽性率7.4%で、全体では前年よりやや減少しましたが、
場所によっては増加したところもありました。
グリーンコープの調査結果について、グリーンコープ生

協ひょうご理事長の田内理恵さんが報告し、次のように思
いを述べました。「どの生物、作物にも、壊してよい遺伝子などありません。 私たちは遺伝子
組み換え食品もゲノム編集食品もいりません。これからもＧＭナタネ汚染調査活動や遺伝子
操作反対運動に関わる仲間を増やし、未来の子どもたちの生命と環境を守り続けていきます」。

今年の調査では、ＧＭナタネの荷揚げ港

ではないところでの自生が目立ってきてい

ることや、ラウンドアップとバスタ両耐性

のナタネが増えてきていることが分かりま

した。ラウンドアップ耐性のナタネを続け

て植えていると、耐性雑草が増えます。Ｇ

Ｍナタネとブロッコリーとの交雑なども起
きており、このまま汚染が広がると、生産

現場に大きな影響を与えてしまいます。

また、地球温暖化の影響でナタネの成長

が早くなっている傾向があり、開花時期に

合わせた調査を検討する必要があるようで

す。

21年という長い期間継続して市民が国

全域を調査しているというのは、世界的に

も例がないことで、みなさんからは、もの

すごいパワーを感じます。ＧＭナタネの自

生が広がることにより、どういう問題が起

きるか私たちが発信し続けていることで、

生産者がＧＭ作物を作りたがらなくなって

います。調査の影響は、私たちが思う以上

に大きいのです。

河田 昌東さん（遺伝子操作食品を考える中部の会 代表）
八田 純人さん（農民連食品分析センター 所長）
天笠 啓祐さん（遺伝子組み換え食品いらない！キャンペーン

共同代表）

「今年のナタネ調査で見えてきたこと」
３人の専門家がディスカッションを行いました（要旨）
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2025年 全国GMナタネ自生調査結果
検体総数　623

ラウンドアップ耐性 陽性
バスタ耐性　　　　 陽性
両耐性　　　　　　 陽性
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2

※

１

※

２

※

３

※

４

※

３
ア
ミ
ノ
酸
の
一
種
で
、
人

の
脳
内
に
存
在
し
、
緊
張
や
ス

ト
レ
ス
を
緩
和
す
る
働
き
が
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

※

４
改
正
前
は
Ｇ
Ｍ
混
入
５
％

以
下
で
「
Ｇ
Ｍ
で
は
な
い
」
と

表
示
で
き
た
が
、
改
正
後
は
Ｇ

Ｍ
混
入
０
％
と
確
認
で
き
る
場

合
の
み
し
か「
Ｇ
Ｍ
で
は
な
い
」

と
表
示
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ

た
。
Ｇ
Ｍ
混
入
０
％
は
現
実
的

に
ほ
ぼ
不
可
能
な
の
で
、「
Ｇ

Ｍ
で
は
な
い
」
と
表
示
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。

品種改良・遺伝子組み換え・ゲノム編集の違い

2024年末から年明けにかけての豪雪により、りんごの「枝折れ」「幹
折れ」「倒木」などの被害が発生しました。カンパ金は被害を受けた青
森県の産直産地「津軽みらい農協石川」、「津軽産直組合」へ届けます。

カタログＧＲＥＥＮ19号・20号で呼びかけた

合 計　４，５２６，６００円
へのご協力ありがとうございました

25年青森県りんご豪雪被害カンパ

３月に開催したまつりで、調査の
意義やＧＭ作物が私たちにどのよ
うな影響を及ぼすのかを話す組
合員。

国道９号線付近の畑の隅
のナタネからは３年連続
で陽性反応が出た。

排水管脇に自生していた小
さなＧＭナタネ。

製油工場周辺は、きれいに整
備されていたが、近くの道路で
は、バスタの疑陽性のカラシ
ナを発見した。

須崎ふ頭付近の製粉工場前の電柱
脇や道路脇など４ヵ所のうち、３ヵ
所のナタネから陽性反応が出た。

調査の必要がない世の中をめざして取り組みを続けていきましょう

壊す遺伝子によって性質が変わる

成長遺伝子を
壊す

成長を制御する
遺伝子を壊す

いのち

 （2025 年 10月 1日）  第 504 号  （4）共 生 の 時 代（5）  第 504 号  （2025 年 10 月 1 日） 共 生 の 時 代


